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令和元年度　 霧が丘地域ケアプラザ  ＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
平成31年3月末の人口データによると、エリア人口は11,538人(うち65歳以上3,287人）であり、高齢化率は28.49％(前年比＋0.2％)と住民
の高齢化は加速している。地域の特徴であるいわゆる団塊の世代が多く住んでいることが、高齢化率の急上昇の要因である。半面、介
護認定率は10.6％と市内包括圏域で一番低く、元気な高齢者が多い地域である。
霧が丘地区の住宅整備から40年余りが経過し、住民の高齢化の加速に伴う様々な課題が予測され、住民主体の見守りネットワーク事
業の継続や、つながりづくり、介護予防、認知症予防、支え手としてのボランティア活動の仕組みづくりが課題である。
また今後の生活を見据えた老い支度準備や成年後見制度等の活用で、老いをポジティブに捉えられるよう支援することが課題である。
霧が丘地域ケアプラザでは、「霧が丘まちともプラン」と名付け、①いきいきと暮らす②仲間とつながる③学んで備える④安心して暮らす
の4つのテーマを目標に、専門性を活かしつつ地域と共に取り組むことで、住民主体型で継続性のある取り組みが地域資源となることを
目指していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

「霧が丘健康チェックの日」を保健活動推進員会と協力して開催し、健康づくり・介護予防の意識を高める。
また毎月開催することで、地域の見守りの活動につなげていく。

MSO研究部の活動を支援し、LIFEシリーズのL（リビング）、I（わたし）ノートを完成する。
「霧が丘明日からのライフデザイン」ガイドブックやLIFEノートを活用した講座を開催し、老いをポジティブにとらえる
ことができる準備を支援していく。

霧が丘のどの地域の住民も参加できるよう、あかしあ多世代交流サロンで新規元気づくりステーションを立ち上げ
る。

あかしあ多世代交流サロンにて認知症カフェ「まちともカフェ」を開催し、介護保険サービスご利用者やご家族にも
参加を呼びかけ、地域住民とも交流できる機会とする。
霧が丘キャラバンメイト連絡会を開催し、認知症サポーター養成講座が自治会や地域住民等さらに活動が広がる
ように、認知症をポジティブに捉えてもらえるような活動になるよう支援していく。

よこはまシニアボランティア登録研修会を定期的に開催することで、65歳を迎えるシニア世代のボランティアデ
ビューにつながるように、また担い手の発掘につなげる。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

令和元年度　霧が丘地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

公共施設であることを常に念頭に置き、住民、
地域団体、サービス事業所等に対して、公正・
中立な立場で業務を行なうように努める。
公正・中立な対応を図るため、利用者が事業
所を選択する際には、オリジナルの「サービス
事業所一覧」を活用し、事業所の偏りがないよ
うにする。

事業を運営する際には、事故を予防するよう
十分配慮するとともに、万が一事故が起きた
際には、迅速・的確に対応する。
個人情報を扱う際には、保護の重要性を認識
し適切に取り扱い、個人の権利利益を侵害す
ることのないように努める。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

地域の中で生きがいや役割をもって生活がで
きるよう、「心身機能」「活動」「参加」にアプロー
チした支援を行なう。

利用者様自身の立場に立ち、住み慣れた地域
でその方らしく、より自立した生活を過ごしてい
ただけるように支援していく。

管理者　1名
社会福祉士　1名　保健師　1名
主任介護支援専門員　1名　　プランナー　1名

管理者　1名
主任介護支援専門員　1名
介護支援専門員　1名

【1割負担】
　　　　　　　●6-7単位　　　　　　　　　●7-8単
位
要介護1：　　614円　　　　　　　　　　　　　692円
要介護2：　　725円　　　　　　　　　　　　　816円
要介護3：　　837円　　　　　　　　　　　　　947円
要介護4：　　948円　　　　　　　　　　　　1,076円
要介護5：　1,058円　　　　　　　　　　　　1,205円
入浴加算　　　　　　　　　　　　　54円
体制強化加算　　　　　　　　　　13円
送迎減算　　　　　　　　　　　　-51円
食事負担（おやつ代含む）　　800円
レクレーション代　　　　　　　　100円～

【1割負担】
要支援1：　　　　　　　1,766円
要支援2（週1回）：　　1,766円
要支援2（週2回）：　　3,621円
体制強化加算　　　　　　　　　　52円
食事負担（おやつ代含む）　　800円
レクレーション代　　　　　　　　100円～

【実施日数】　月曜日～土曜日※但し、年末年始は除く。

【提供時間】　9：30～18：00

【定員】　35名

管理者　　　1名
相談員　　　3名
看護師　　　1名
機能訓練指導員　1名
介護職　　　8名
調理員　　　1名

利用者
実績
（人）

通所介護 第１号通所事業

生活基盤を整えるサービスを行い、在宅生活
の継続をサポートする。

他者との交流や体操等に取り組み、介護度維
持につなげる。

利用者
実績
（人）



目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

認知症対応型通所介護

ご家族様と密に連携を図り、在宅支援を行う中
でそれぞれのニーズに合ったサービス提供を
行う。

【実施日数】　月曜日～土曜日
※但し、年末年始は除く。

【提供時間】　9：30～18：00

【1割負担】
　　　　　　　●6-7単位　　　　　　　　　●7-8単
位
要介護1：　　948円　　　　　　　　　　　　1,072円
要介護2：　1,050円　　　　　　　　　　　　1,189円
要介護3：　1,150円　　　　　　　　　　　　1,305円
要介護4：　1,253円　　　　　　　　　　　　1,422円
要介護5：　1,355円　　　　　　　　　　　　1,539円
入浴加算　　　　　　　　　　　　　56円
体制強化加算　　　　　　　　　　20円
送迎減算　　　　　　　　　　　　-52円
食事負担（おやつ代含む）　　800円
レクレーション代　　　　　　　　100円～
管理者　　　1名
相談員　　　3名
看護師　　　1名
機能訓練指導員　1名
介護職　　　4名
調理員　　　1名

利用者
実績
（人）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
17,205,638 17,205,638 17,205,638 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

3,990,000 3,990,000 3,990,000

0 0 0

21,195,638 0 21,195,638 0 21,195,638

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,202,946 0 10,202,946 0 10,202,946

8,181,946 8,181,946 0 8,181,946

1,400,000 1,400,000 0 1,400,000

0 0 0 0

21,000 21,000 0 21,000

0 0 0 0 ハマふれんど

600,000 600,000 0 600,000

0 0 0 0

4,765,500 0 4,765,500 0 4,765,500

110,000 110,000 0 110,000

2,740,500 2,740,500 0 2,740,500

0 0 0 0

50,000 50,000 0 50,000

350,000 350,000 0 350,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

100,000 100,000 0 100,000

100,000 100,000 0 100,000

300,000 300,000 0 300,000

300,000 300,000 0 300,000

35,000 35,000 0 35,000

400,000 400,000 0 400,000

0 0 0 0

80,000 80,000 0 80,000

200,000 200,000 0 200,000

1,216,456 0 1,216,456 0 1,216,456

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

1,174,456 1,174,456 0 1,174,456

4,194,500 0 4,194,500 0 4,194,500

0 0 0 0

1,300,000 0 1,300,000 0 1,300,000

電気料金 700,000 700,000 0 700,000

ガス料金 400,000 400,000 0 400,000

水道料金 200,000 200,000 0 200,000

742,500 742,500 0 742,500

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

70,000 70,000 0 70,000

608,000 0 608,000 0 608,000

空調衛生設備保守 52,000 52,000 0 52,000

消防設備保守 80,000 80,000 0 80,000

電気設備保守 195,000 195,000 0 195,000

害虫駆除清掃保守 37,000 37,000 0 37,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 244,000 244,000 0 244,000

0 0 0 0

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

816,236 0 816,236 0 816,236

0 0 基本的に、この行は入力しません

816,236 816,236 0 816,236

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

21,195,638 0 21,195,638 0 21,195,638

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0 0

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

令和元年度　「霧が丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

自主事業収入
雑入

科目

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業

手当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科目

人件費

支出の部

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

振込手数料
リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

地域協力費
その他

清掃費
修繕費

光熱水費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,060,074 24,060,074 24,060,074 横浜市より
152,400 152,400 152,400 横浜市より

5,800,576 5,800,576 5,800,576 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

30,013,050 0 30,013,050 0 30,013,050

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,872,200 0 25,872,200 0 25,872,200

23,052,200 23,052,200 23,052,200

2,800,000 2,800,000 2,800,000

0 0 0

20,000 20,000 20,000

0 0 0 ハマふれんど

0 0 0

0 0 0

1,580,500 0 1,580,500 0 1,580,500

130,000 130,000 130,000

580,500 580,500 580,500

0 0 0

20,000 20,000 20,000

400,000 400,000 400,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

100,000 100,000 100,000

50,000 50,000 50,000

50,000 50,000 50,000

0 0 0

50,000 50,000 50,000

100,000 100,000 100,000

0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0 0

1,416,350 0 1,416,350 0 1,416,350

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

321,950 321,950 321,950

152,400 152,400 152,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,144,000 0 1,144,000 0 1,144,000

0 0 0 予算：指定額

330,000 0 330,000 0 330,000

電気料金 180,000 180,000 0 180,000

ガス料金 80,000 80,000 0 80,000

水道料金 70,000 70,000 0 70,000

350,000 350,000 350,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

17,000 17,000 17,000

143,000 0 143,000 0 143,000

空調衛生設備保守 14,000 14,000 14,000

消防設備保守 20,000 20,000 20,000

電気設備保守 52,000 52,000 52,000

害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 10,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 47,000 47,000 47,000

0 0 0

178,000 178,000 178,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

30,013,050 0 30,013,050 0 30,013,050

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

指定管理料（包括）

令和元年度　「霧が丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

科目

人件費
本俸

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

手当計

その他
事務費

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

建築物・建築設備点検

振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費



令和元年４月１日～令和２年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

1,200 1,900 1,900 10,050 10,050 45,446 45,446 7,390 7,390

0 0 0 0 0 0 117 0 117 6,858 0 6,858 821 0 821

事業・負担金収入 0 0 0 0 5,049 5,049 821 821

利用者利用料 0 0 0 0 1,809 1,809 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 117 117 0 0

1,200 0 1,200 1,900 0 1,900 10,167 0 10,167 52,304 0 52,304 8,211 0 8,211

0 0 9,769 9,769 30,209 30,209 11,750 11,750

0 0 223 223 3,576 3,576 1,392 1,392

0 0 308 308 9,329 9,329 3,628 3,628

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 10,300 0 10,300 43,114 0 43,114 16,770 0 16,770

1,200 0 1,200 1,900 0 1,900 -133 0 -133 9,190 0 9,190 -8,559 0 -8,559

居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

令和元年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：霧が丘地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）



★【様式４】自主事業計画書・報告書.xlsx

横浜市霧が丘地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

令和元年度　自主事業計画書・報告書

養
育
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

未就園児(0～3歳位)と養育者のふれあいの
場を作り、子育ての情報交換やママ友づくり
にも役立てる。また養育者の孤立や閉じこも
り・虐待を予防する。

簡単な工作やパネル作りをして気軽な雰囲気
の中で親子がゆっくりと過ごせる場を設ける。

10 もくもくひろば H26

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

9 ぬりえアート H27

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

誰でも気軽に始められるぬり絵をおこない、趣
味にうちこむ楽しみを共有する。閉じこもりや
認知症を予防し、仲間作りを進める。

マンダラぬり絵を中心に、初級･中級･上級と
教材を準備し、講師指導のもと、塗り絵教室を
開催する。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

初めての方でも楽しめる指導で水彩画を描
き、趣味の幅を広げる。趣味を共有することで
閉じこもりや認知症を予防し、世代間交流や
仲間づくりをすすめる。

初心者向けのスケッチおよび水彩画の教室を
開催する。

8 スケッチ
水彩画

H28

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

7 手談サロン H24

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

誰でも気軽に囲碁を楽しめるサロンを設け、
閉じこもりや認知症を予防し、世代間や地域
住民同士の交流の機会を作る。

だれでも囲碁を楽しめるように場所と道具を
提供する。夏休みには幼児や小中学生に囲
碁を教えて世代間交流を行う事業を実施す
る。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

手芸を通じ、ボランティアで地域に貢献すると
ともに仲間づくりをうながし、閉じこもりを予防
する。近隣学校との連携を通じ、児童・生徒と
の交流も図る。

若葉台特別支援学校の生徒の体に合わせた
クッションカバーや布教材を作製する。

6 霧サポ
手芸班

H27

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
高
齢
者

5 うたごえサロン H26

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

懐かしい歌をアコーディオンに合わせて歌う
機会を設け、閉じこもりや認知症を予防する。

アコーディオンの伴奏に合わせ、歌集を見な
がら、童謡や歌謡曲等を歌う。会場設営、受
付等を地域住民ボランティアに協力していた
だく。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

懐かしい童謡や歌謡曲を歌って趣味を共有す
ることで、閉じこもりや認知症を予防する。ま
た、参加者同士が仲間作りをしたり、外出の
機会を増やす手助けをする。

発声練習をして、声を出す準備をし、歌詞を
前面のスクリーンに映して歌う。

4 青春と浪漫を
歌う会

H26

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1 霧サポ交流会 H26

４
　
共
催

（
１
と

２

）

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアプラザ事業に協力していただいているボ
ランティアとよこはまシニアボランティアの登
録者を集め、活動の様子や意見交換をして、
今後の活動に役立てていただく。同時にこれ
からのケアプラザの事業のサポートを依頼す
る。

それぞれのボランティア活動についての発表
や報告を行い、交流をする。

3 利用者懇談会 H20

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

登
録
団
体

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ケアプラザに登録している団体同士が交流し
情報交換をすることで、各団体の活性化につ
なげる。また、館内の共通ルールの伝達及び
確認をすることで、各団体への周知を図る。

登録団体が集まり、各団体の活動紹介や情
報交換を行う。併せて館内の貸館ルールの伝
達を行う。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

横浜市が実施しているよこはまシニアボラン
ティアポイント事業の研修を身近で受けられる
ようにし、事業の普及を図る。また、年3回実
施することで地域住民がボランティアに登録
できる機会を増やすと共に、ケアプラザでの
事業のボランティア活動に関心を持っていた
だく。

研修を受講したケアプラザ職員が講師となり、
地域住民に対しよこはまシニアボランティアへ
の登録の説明を行う。

2
よこはまシニア
ボランティア
登録研修会

H26

１
　
地
域
交
流

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



★【様式４】自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

障がい児支援事業として気軽に参加できる場
を提供し障がいの理解を深める。

ゲームなどをしながら自由に過ごす。必要時
には、相談に対応する。

24
出張！あおぞら
霧が丘
ほっと・る～む

H29

１
　
地
域
交

流

2
　
障
害
者

23 子育て
まちともひろば

H28

１
　
地
域
交

流

3
　
乳
幼
児

養
育
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

第5木曜日に開催することで木曜日は全て子
ども関連事業が開催されることとなる。身近な
場所での居場所をつくり、また相談できる場と
して、木曜日に開催している子育て支援事業
充実を図る。

緑区食生活等推進員会に「おやつづくり」を指
導していただき、手遊びや歌も交えて食育を
行う。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

:ケアプラザ登録団体がコンサートへ参加して
日頃の成果を発表することにより、意欲の向
上や他団体との交流を図る。

日頃の練習の成果を発表する場としてコン
サートを開催する。音響･照明を業者に依頼し
て、発表がより引き立つように演出する。22 はるかぜ

コンサート
H25

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

21
ゆうゆう霧が丘
&社協ふれあい
まつり

H22

４
　
共
催

（
１
と
２

）

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

登録団体の活動や展示の発表を通じて、地
域に活動の紹介をしたり、住民同士の交流を
図る。

登録団体による発表や作品展示、活動紹介
コーナー等を設置し、霧の里各施設と地域団
体の合同でイベントを行う。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

霧が丘連合自治会の沿道美化に合わせ、霧
の里の花壇整備と花植えを行う。

霧の里内の花壇等の除草や整備、花植えを
通じて、地域住民同士の交流を図る。

20 霧の里清掃
（花植え）

H20

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

19 自然を楽しむ
散策の会

H25

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

緑豊かな環境の霧が丘の自然に触れ、街の
魅力を再発見するとともに、参加者同士で交
流をはかる。

緑区ガイドボランティアを中心に、霧が丘近隣
の四季折々の植物の解説や地域の歴史を聞
きながら歩く。

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

障がい児も参加できる環境を整えた書き初め
講座を行うことで、小学生と高校生・住民の世
代間交流を図る。

地域の講師と高校生ボランティアの協力の
元、書き初めを行う。

18

冬休み子ども
プログラム
（書き初め
大会）

H25

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

17

夏休み子ども
プログラム
（こども囲碁
・将棋教室）

H29

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

地
域

1
　
優
先
的
に

取
り
組
み

夏休みのこどもの居場所を作る。 囲碁や将棋の初心者の小学生が囲碁を学
ぶ。小学生と地域ボランティアの世代間交流
も行う。

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

夏休みのこどもの居場所をつくる。 おもしろ科学実験講師による指導による簡単
な科学工作教室を開催する。小学生と地域ボ
ランティアの世代間交流も行う。

16
夏休み子ども
プログラム
（簡単工作）

H30

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

15

夏休み子ども
プログラム
（親子で絵手紙を
描こう～夏のおた
より～）

H29

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

夏休みのこどもの居場所づくりを目的とする。 講師の指導のもと、絵手紙を描く。複数のアシ
スタントが指導するので、こどもだけの参加も
可能とする。

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

夏休みのこどもの居場所を作ることや、健常
児と発達障害児の交流を目的としている

小学生向け造形教室を開催する。指導者や
ボランティアのサポートのもと、けがのないよ
うに作品を作る。

14
夏休み子ども
プログラム
（造形教室）

H30

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

13

夏休み子ども
プログラム
（キッズチャイニー
ズ）

H30

４
　
共
催

（
１
と

２

）

4
　
子
ど
も

地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

：夏休みのこどもの居場所を作ることや、異文
化体験を目的としている

参加者で一緒にかき氷を作りながら、簡単な
中国語会話や中国の話を聞き、異文化を知
る。

養
育
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

第1子出産予定の夫婦を対象に、出産・育児
への不安解消、地域での仲間づくりを行う。ま
た、夫婦で参加することにより父親の出産・育
児の心構え等も学ぶ。

ビデオ学習、妊婦疑似体験、沐浴実習、グ
ループワーク、メッセージカード作りなどを行
なう。

12 プレパパ・
プレママ講座

H20

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

11 ママFUN DAY H25

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

養
育
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

講師の指導のもと、親子のふれあい遊びや学
びを通じて参加者同士の交流を図る。また、
孤立、閉じこもり・虐待の予防をする。

横浜創英大学こども教育学部と看護学部の
先生が講師となり、親子がふれあえる遊びや
子育てに役立つ知識を学べる講座を開催す
る。



★【様式４】自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

41

40

権利擁護としての
成年後見

Ｒ1

２
　
包
括

5
　
地
域

39

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

世界遺産の基礎知識を身に付け、国内外の
世界遺産を学ぶことで、知的好奇心を満た
し、講師への質疑応答を通して講師や参加者
との交流を図る。

世界遺産のマイスターを取得した講師より、世界
遺産について学ぶ。1回に付き、3～4か所の世界
遺産に触れることで、国内外に対する見識を深め
る。知的好奇心を満たすとともに講座に参加する
という外出の機会を増やす。

38 世界遺産を学ぼう Ｒ1

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

35

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

「敬老月間イベント」として開催。高齢化が進み、
認知症の方や一人暮らし高齢者が増えてきた霧
が丘において、現在悩んでいる方や、今後に備え
たい方など、これからも不安なく地域で生活してい
けるように、制度について学ぶ。

高齢者やその家族に向け生活に役立つ講座
の開催。内容は権利擁護や健康に関するも
の。34 敬老月間イベント H29

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

37 介護者支援ステー
ション

Ｒ1

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

包
括

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

介護者の精神的な負担を軽減、介護の孤立
化を予防し虐待予防を図る。

家族介護者に施設見学や介護についての情報提
供や介護者同士のつながりを作りお茶でリラック
スしながら情報交換や体験談などを語り合ってい
ただく。エリアのどこからでも徒歩圏内で来所でき
るよう多世代交流サロン「あかしあ」で開催。

包
括

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

「財産がないので成年後見は必要ない」という
考えを持つ人が多く、権利擁護としての視点
から成年後見制度の正しい理解を促す。

敬老月間ではなく、人権週間に合わせて講座
を開催する。

36

介護予防事業（霧
が丘まちとも元気
づくり教室あかし
あ）

H30

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

高齢者が住み慣れた身近な地域で介護予防
を意識し、介護予防の具体的な取組を始める
きっかけとなる機会を提供し、日常生活の中
で身体状況に応じた介護予防活動を実践す
る高齢者を増やす

ロコモ予防講座、口腔機能向上・栄養講座、
認知症予防講座

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

霧が丘地区社会福祉協議会、霧が丘地区ボラン
ティア相談室・ひまわり教室、民児協と共催し、ボ
ランティアをされる方及び地域の方々に、車いす
の種類及び使い方、介護方法を知ってもらい、介
護をする際に役立ててもらう。

車いす及び付属品の種類などの説明と使用
方法、介助法の講義を行なったあと、実際に
操作する体験会を実施する。

32

車いすの取り扱い
と乗車体験！

H30

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

31

霧が丘版LIFEノー
ト書き方講座

H30

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

霧が丘地域では高齢化率が高い、老後生活
について今から学び備えることが必要であ
る。住民主体で作った「LIFEノート」を活用し、
老い支度の普及啓発を行う。

住民主体で作ったノートや冊子を活用し、老
い支度の普及啓発を行う。

包
括

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

元気な今だからこそ、家族のために、自分の
ために、誰もが迎えるその時のために、準備
をしておくことが大切であると考え、遺言・相
続・成年後見に関する相談会を企画。

行政書士による遺言・相続・成年後見に関す
る無料個別相談会を実施する。

30 行政書士による個
別相談会

H24

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

防犯セミナー H29

５
　
共
催

（
１
と
３

）

1
　
高
齢
者

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域高齢者向けの防犯セミナー 特殊詐欺の手口紹介を寸劇やアンケートなど
で、わかりやすく説明していく。

33

29
認知症
サポーター
養成講座

H21

４
　
共
催

（
１
と
２

）

5
　
地
域

地
域

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

地域住民に認知症の正しい理解と支援方法
を学んでいただくとともに地域のメイトのスキ
ルアップを図る。またサポーターからメイトへ
の支援もしていく。

登録サークル参加者及び地域住民対象に認知症
について正しく理解してもらい、認知症の人やそ
の家族を見守り支援する「認知症サポーター」を
養成し、さらに発展させメイトの資格取得も促し地
域での活動を担える人材を育成する。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民の仲間づくりや閉じこもり予防の支
援と認知症への理解を促す。

ぬり絵、スケッチ、手芸など趣味を楽しみなが
ら地域の仲間との時間を過ごすとともに、ケア
プラザからの認知症に関する情報提供など、
日常の中での認知症への理解や支援方法を
学ぶ機会を持つ。

28 まちともカフェ H28

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

5
　
地
域

27
まちともカフェあか
しあ(オレンジサロ
ン)

H30

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

認知症の方やそのご家族、各専門家、地域の
方が集まり、情報交換や交流を目的としたカ
フェです。

おやつ作りイベントの開催、体操を通して体を
ほぐしたり、ボランティアによるレクリエーショ
ンを行う。またケアマネジャーや相談員、介護
職の専門家による相談会も開催する。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

日頃から健康を意識し、病気の早期発見、健
康増進介護予防活動につなげる機会とする。

体組成測定、身長・血圧・握力・腹囲測定など
の計測。骨の強さ測定、血管年齢測定、ロコ
モ度テスト、体力測定、視力チェック、口腔機
能測定

26 健康チェック
の日

H20

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

5
　
地
域

25 元気アップ体操 H26

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

体操をしたいと思っている人が、気軽に参加
できるような環境を作り、まちともづくりから見
守りにつながる体操教室とする。

楽しい音楽に合わせたストレッチ運動で体を
ほぐし、ロコモを予防するためにバランス機能
のアップ、筋力アップ体操と認知症予防のた
めの脳トレ体操を行なう
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